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はじめに

これは戸瀬信之教官による 2009年夏学期の期末

試験の解答です。

ただ、先生の作ってくださったページに殆ど考え方

が書いてあり、問題毎に参考にした URLを載せま

したので、考え方が分からなければそちらを見なが

ら問題を解いて、答があっているかの確認程度に

使ってくれるといいと思います。間違いが多々ある

かもしれませんが、見つけたら掲示板にでも書き込

んでくれるとありがたいです。
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普通に解けばいいと思います。流石にやり方が分

からない方はいないと思うのと、途中式打ち込み面

倒なので省略。
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余因子展開する時は転置するのを忘れないように

しましょう。
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やり方はここ参照。
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グラムシュミットの直交化法を使う。やり方につ

いてはここを参照してください。計算過程は面倒く

さいので結果の１つだけ載せます。
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5

最小自乗法を使う。やり方は 4番の URLの後半

を参照してください。

1

http://web.econ.keio.ac.jp/staff/tose/cours/2005/lin/lin1214sl.pdf
http://web.econ.keio.ac.jp/staff/tose/cours/2005/lin/exo1219.pdf
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やり方はここ参照。一応以下のようになると思い

ます。
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やり方はここの�番参照。一応以下のようになる

と思います。
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http://web.econ.keio.ac.jp/staff/tose/cours/2008/intro/intro20080707rep.pdf
http://web.econ.keio.ac.jp/staff/tose/cours/2009/slin/slinexo20090428.pdf

